
 

日本書紀 『古事記』より 
高天原を追放された暴れん坊
のスサノオノミコトは出雲の
国のヤマタノオロチの生贄に
されそうになっているクシナ
ダヒメとその老夫婦に出会い
姫を嫁に貰う代わりにオロチ
を退治する約束を交わしまし
た。８つの酒樽でオロチを酔
わせ寝ている隙に切り刻むと
尾から見事な太刀が出てきま
した。これがアマテラスに献上
された三種の神器と云われ後
世でもヤマトタケルノミコトの
東国征伐の際、敵が放火した
草をなぎ払って難を逃れたと
いう『草薙の剣』となります。
オロチを退治したスサノオノ
ミコトはクシナダ姫と出雲の
南に須賀宮（雲南市須賀神社）
を造り日本最古の和歌を詠み
ます。八雲立つ 出雲八重垣
妻籠みに 八重垣作る その
八重垣を（やくもたつ いずも
やえがき つまごみに やえが
きつくる そのやえがきを）           
        めでたしめでたし 

喪に服すのは自分の性分
に合いませんので天上の
母に『年賀状どうしよう
か』と訊いてみました。
『わたしのことはいいか
ら皆様に出しておやり』
という声が聞こえて母の
声と合わせて皆様にお届
けすることにしました。 
父が他界して 8 年と 4 か
月を一緒に二人で過ごし
ました。自分（和也）の姿
さえその眼の中にあれば
他に何も望むものはあり
ませんでした。 
91 歳でした。 
最愛の母でした。 


